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95%信頼区間 0.30-I.67､両親の要因も調整したモデルでオッズ比 0.46､95%信頼区間 0.15-I.37であった｡
我々の研究からは､日本においても母乳栄養だけで育った子供は幼児期の肥満傾向になりにくいことが示唆
された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 冒
本研究は､幼児期の肥満傾向に与える母乳栄養の影響を調べる目的で､岡山県M町にて
住民台帳から幼児を選び､両親に自記入式調査票を送付し､回答を得たものについて､生後
6ケ月までの母乳栄養が幼児期の肥満 (BMf基準)に与える影響について､解析したもので
ある｡結果は､統計学的には有意ではなかったものの､多重ロジスティック回帰分析では､
母乳栄養が乳児肥満を防ぐことに関して､予防的な値が示された｡また感度分析においても､
有意差は認めなかったものの､点推定値は予防的効果を示していた｡
幼児期の肥満には､生活環境､習慣､食生活など多くの要因が関与するため､本調査症
例数 (476名)では､有意差を認めるには至らなかったものと推定された｡
このような視点からの疫学研究は､本邦ではなされておらず､重要な研究結果と考えら
れ､今後調査規模を拡大して､多面的な解析を継続していく方向性も示された｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位の資格があると認める｡
